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研究分野

建築環境、建築設備、環境シミュレーション

キーワード

流体工学、建築環境工学 

研究概要

設計実務で利用されている環境シミュレーションを高度化する技術の開発を行っています。更に、快適性や

省エネの評価を長期間の尺度で可能とする技術に拡張しています。開発した技術は設計段階での利用を指

向しており、設計段階で研究レベルの環境シミュレーションを導入するといった研究も行っています。 

研究シーズ、テーマの内容

タイトル：ES と CFD の連成による放射パネルとエアコン併用時の最適運用方法に関する研究 

（左図：科研費採択課題） 

内容：住宅で近年利用が増加傾向にある放射パネルとエアコンの併用の方法に関する既往研究が少ない

上、解析方法が確立されていないため、解析方法を確立した上で最適運用方法を決定する研究課題です。 

タイトル：都市街区を考慮した光環境シミュレーションの導入による ES と CFD の連成解析の高度化に向けた

基礎的検討（右図：大林財団採択課題） 

内容：都市街区の影響を考慮した直達日射量の軽減による建物熱環境への影響を調査します。

研究業績（著書・論文・その他活動）

1) TatsuhiroYamamoto,AkihitoOzaki, MyonghyangLee：Development of a Thermal Environment Analysis 

Method for a Dwelling containing a Colonnade Space through Coupled Energy Simulation and 

Computational Fluid Dynamics, energies, 12(13), 2019.7

2)TatsuhiroYamamoto,AkihitoOzaki, MyonghyangLee, Hideki Kusumoto：Fundamental Study of Coupling

Methods between Energy Simulation and CFD，Energy and Buildings，pp.587-599,2018.1

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へ

・ハウスメーカー

・設計会社（NKS architects） 

高度な環境シミュレーションの技術進展により、従来

では難しかった（環境工学的に）複雑な環境のシミュ

レーションが可能となりつつあります。 

設計実務への応用や設備機器の効果検証など様々

な場面で研究レベルのシミュレーション技術が活用

出来ますのでご相談頂けると幸いです。 

提供可能な設備機器

なし
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研究分野 

鉄筋コンクリート構造、コンクリート充填鋼管構造、コンクリート系杭基礎構造 

キーワード

袖壁付き RC 柱、コンクリート充填鋼管短柱、コンファインドコンクリート、杭、せん断耐力、 収束アルゴリズム

研究概要 

本研究室では、主にコンクリート系柱材の終局せん断耐力および、せん断破壊メカニズムを実験および解析

的なアプローチから解明する研究を行っています。その他、近年問題となっているコンクリート系杭の耐震設

計の研究や、長方形コンクリート充填鋼管柱のコンファインド効果に関する実験的研究も行っています。 

研究シーズ、テーマの内容 

袖壁付き鉄筋コンクリート(RC)柱のせん断耐力に関する研究 

袖壁付き RC 柱のせん断破壊は、多くの要因によって影響を受ける現象であり、その破壊形式は極め

て複雑であり十分に性状が把握されていないという現状にあります。そこで、本研究室では収束計算を

改良した圧縮場理論の解析モデルを用いまして、終局時におけるせん断力 Q を求める研究を行ってい

ます（下図参照）。 

場所打ち RC 杭の保有水平耐力に関する研究 

    近年の大地震による杭基礎被害では、杭頭部にせん断破壊が生じ、継続使用が困難となりました。し

かしながら、現行の建築基準法におきましては、終局強度設計法は義務化されていません。本研究室

では、杭基礎の終局強度を求めることが可能な解析モデルや設計手法の開発を行っております。 

コンクリート充填鋼管(CFT)柱のコンファインド効果に関する研究

現行の CFT 指針におき 

まして、コンファインド強度式 

が明示されているのは正方 

形と円形断面についてのみ 

です。しかし、短辺と長辺方 

向で剛性を大きく変えるこ 

 ができる長方形断面では 

合理的な設計ができます 

 が、指針に強度式を明示して 

いません。そこで本研究では 

長方形断面の実験より 

強度式の開発を行って 

 います。(右写真) 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1.コンクリート系単杭の保有水平耐力に関する研究、計算工学講演会論文集,Vol.26,2020.5 採択決定

2.コンクリート系各種柱材のせん断耐力に関する研究、第 35 回建築構造技術研究会,2020.12
3．拡張された修正圧縮場理論による各種断面を有するコンクリート充填鋼管極短柱のせん断耐力

の検討、コンクリート工学年次論文集，Vol.42，No.2，pp.949-954,2020 
4．袖壁付き RC 柱のせん断性状に関する解析的研究 その１均等袖壁付き RC 柱、日本建築学会大会学術

講演梗概集(関東),pp.221-222,2020 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

（技術応用分野） 

杭基礎の耐震設計 

実務構造設計の経験がございますので、構造計画・構

造設計でお困りの際は、ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．一貫構造計算ソフト （ユニオンシステム SS7，WRC，FA1，BF1，Soil Base）

2．立体任意系解析ソフト （Bentley マルチフレーム）

(a)実験前 (b)実験後

CFT の破壊性状 
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袖壁付き RC 柱のせん断力-せん断ひずみ関係 




